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ウニによる養 殖 イタヤガイの付 着生物の防 除(抄 録)

勢村 均

イ タ ヤ ガイ天 然 採 苗時 に 混獲 され るパ フ ン稚 ウニを 用 いて イ タ ヤ ガイへ の 付着 生物 防 除試 験 を行

な った。

その 結果,稚 ウ ニ を混 養 した 試験 区 で はいず れ も効果 が み られ たが,特 に7-9月 では 稚 ウニle

個 体 以上,9-11月 では稚 ウニ20個 体 以上(い ず れ もイ タ ヤ稚 貝50個 体 に対 して)混 養 した

試験 区 でそ の効 果 が著 しか った。

ま た,イ タ ヤ ガイ の生 残率 は7-9月 で は どの 試験 区 もか わ らなか った が,9-11月 で は稚 ウ

ニ を混養 した試 験 区 で若 干 低 下 した。

今後 稚 ウ ニ混 養 の場 合 の イ タ ヤ稚 貝の 成長,生 残 をよ りくわ し く把 握 す る必 要 が ある。
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